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9月 23日（金）「もう一つの家ややさん」がいよいよオープンとなりました。 

本当に多くの皆さまのおかげで無事この日を迎える事ができました。スタッフ一同、心より感謝申し上

げます。 

 

や やさんができるまで 

「雨ニモマケズ 風ニモマケズ 雪ニモ夏ノ暑サニモマケヌ・・・」 

ややさんは、 

 

   ニモマケズ    ニモマケズ      ニモマケズ 

 

こんな日々の連続でした。 

しかし、こんなにたくさんの試練もなんのその、会員になって支えてくださった皆さま、物価高

騰の為にいろんな事を諦めなければいけなくなった時、クラウドファンディングに挑戦したら

450名近くの方々にご支援を頂きました。感謝でいっぱいです。 

これだけ多くの皆さんのお気持ちが詰まった「ややさん」、場の力、人の力で、一人一人が自

然と笑顔になれるようなややさんを作っていきたいと思います。 

 

ク ラウドファンディングでは、ノンフィクション作家の柳田邦男さんより素敵なメッセージを頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能 登はやさしや土までも 

ややさんのスタッフは能登出身の方が多いです。「能登はやさしや土までも」は、能登の人は素朴

で温かいという意味で使われますが、“類は友を呼ぶ”というように、出身地関係なく本当に心ある

スタッフが集まりました。建物も人も自慢のややさんです。 

物価高騰 コロナ 豪雨災害 

英語の“at home”には、ただ家にいるという意味だけでなく、

「のんびりくつろぐ」「気が休まる」という意味が含まれてい

ます。Home Hospice の Home は、人生の物語の最終章と言

うべき大切な日々を、まさに自分の家にいるようなくつろぎ

と休らぎの場で過ごせるようにしてあげようという思いが

こめられたキーワードなのです。病院の固苦しい雰囲気を取

り払った、心休まる Home Hospice が、北陸の一角に生まれ

るなら、地域の人々の「生と死」との向き合い方に新しい風

をもたらすでしょう。 
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気 づき 

1 週間に満たない入院でしたが、術後の痛みと安静で、心とからだが衰弱した時、人の手の温

もりへの恋しさ、病室の明るさや照明の方向、声のトーンや足音や機械音、冷房の風向き、口

腔内や全身の清潔、衣類や寝具の肌触りや整い、食事の匂い、なんだか五感が研ぎ澄まされ

ました。ややさんがオープンする前にケアを受ける側としてのこの経験は、「経験した者でな

いとわからない」さまざまな気づきを得る事ができました。 

そして、真っ白な四角い空間に 6 日間身を置いてみて、ホームホスピスの民家ならではの“空

間の持つ力”を思いました。病室の窓から空を眺めてほっとしたように、「もう一つの家やや

さん」で暮らされる方々も窓の外に安らぎを求められるのだろうなあと思いました。折々の

花が咲き、紅葉し落葉する木々が季節を伝え、一緒に育み、実りを共に喜べるなどなど、こん

なややさんの庭を作りたいなと思いました。 

おかげさまで、素敵な業者さんとの出会いもあり、私たちの望む

ほっとできる庭が作れそうです。 

 
 
「街 の持っている本来のやさしさ」について     榊原 千秋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ホームホスピスを本格的に立ち上げようという話になるちょっと前に、この平成 12年に 

書いた文章が出てきました。 
 

 

さあ、北陸初のホームホスピス、新たな物語の始まりです。 

これからも引き続き応援くださいますようよろしくお願い致します。 

名前は尋ねたことがないけれど、いつも同じ時間同じ場所で出会う人がいる。街の家々を巡

って、その人の人生に沿わせていただく仕事を続けてきた。 

一生の中には躓くこともあるし、病むこともある。一人で身を運べ、食事ができ、下のことが

できるという何でもないことが、喜びと感じることができる方々との出会いの数々・・・。 

出会うということを重ねて、人生は日々穏やかに巡っていく。 

雪の降らない四国の田舎町から嫁に来て 12 年がたった。人の心の中にある心地よい記憶、柔

らかな色、香り、肌触り、音、甘い味覚、そしてその場が作り上げていたであろう空気、それ

はいつも一人ではなかった。 

幼い頃から町中の雑踏の中で育ったＯさんが 80 代になって、白山の見える静かな土地に移っ

たとき、“毎日鳥が遊びに来てくれる。でも鳥は私の話し相手にはなってくれない”と言われた

言葉が忘れられない。その後、夕暮れになると“家に帰る”と荷物をまとめられるようになるの

にあまり月日はかからなかった。 

街中の出会った人が幸せになってほしい、笑顔でいてほしい。 

人間はそれぞれ違っていて、誰一人同じ人はいない。間違いを繰り返すし、弱さも入り交じる。そ

れでもがんばれるし、お互い助け合って生きていける存在だと思う。だからこそ共感し、暖かで

優しくなれる。 

今街に大切なのは、そこに存在する一人一人の他者への暖かな関心ではない

かと思っている。 

人を動かすパワーは、自然にも建物にも確かにあるけれど、笑顔を生み出す

パワーは人との関わりにしか生まれません。 

そんな場を失わないように・・・失いそうな人がそばにいたら暖かな笑みを

持って関わっていきたいと思います。 


